
一般車の通行規制が解除され、長い車列
ができた東北道の泉インターチェンジ＝２４
日午前６時ごろ、仙台市泉区

特集

東北道が全面再開 ＳＡ給油目指し車列

東北自動車道は２４日午前６時、一般車両の通行規制が全面解

除された。東日本大震災から１４日目で、東北道はすべての車両

が通行可能となった。宮城県警と県災害対策本部のまとめによる

と、県内の死者は５８８９人、避難者は９万１１２６人。１４日に最大

約３３万３０００人に達した避難者が１０万人を下回った。

仙台市泉区の泉インターチェンジ（ＩＣ）では、夜明け前から一般

車１００台以上が列をつくった。午前６時になると、車が吸い込まれ

るように動きだし高速道の利用を始めた。

大崎市の長者原サービスエリア（ＳＡ）など、東北道内のガソリン

スタンドには、解除直後から近郊の乗用車などが１キロ以上並ん

だ。本線まであふれるＳＡもあった。

東日本高速道路東北支社によると、高速道路のガソリンスタンド

も供給不足が続いており、給油を制限する場合がある。同支社は

燃料切れに注意するよう呼び掛けている。

一般車両の通行止めが解除されたのは、一関―宇都宮ＩＣ間。２

２日に一関ＩＣ以北が全面解除された後も、被災地への物資や人員

輸送など災害対応を優先させるため、通行は救急車などの緊急車

両、トラックなどの大型車に制限されていた。

東北道のほか、山形、磐越の各自動車道、宮城県内の仙台北

部、仙台南部道路の通行規制も２４日午前６時に解除された。三陸自動車道は利府ジャンクション（ＪＣＴ）

―鳴瀬奥松島ＩＣ間でも一般車両の通行が可能になり、石巻方面との利便性が増した。

三陸道の鳴瀬奥松島―登米東和ＩＣ間は道路が損傷し、一般車は利用できない。三陸道と仙台東部道

路、常磐道にまたがる利府ＪＣＴ―山元ＩＣ間は規制を解除するが、利府ＪＣＴ―仙台若林ＪＣＴ間の上り線

（南行き）は補修工事のため、緊急車両と大型車も含め通行止めとする。

山形道の宮城川崎ＩＣ―村田ＪＣＴ間は工事が完了し、全車両の通行が可能になった。

東日本大震災の死者は警察庁の２４日午前９時現在のまとめで、１２都道県の９５２３人。行方不明者は

１万６０６７人で、死者・行方不明者は計２万５５９０人となった。
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